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美しく風格ある岡崎の創生 
～自然・歴史・くらしをつなぎ 

誇りと愛着を育む景観まちづくり～ 
 
 
わたしたちの暮らす岡崎市は、三河山地から連なる緑、市内を流れる矢作川や乙川の

清流、豊かな里山などの自然に恵まれ、都市部においても四季の彩りを身近に感じるこ

とのできるとても美しいまちです。 
また、古より交通の要衝として栄えてきたこの地は、徳川家康公と三河武士の故郷と

して歴史と文化を積み重ね、美しく風格のあるまちを形成してきました。 
これら岡崎独自の素晴らしい景観と、そこに連綿と息づく歴史のストーリーは市民共

通のかけがえのない財産です。 
今日このまちに生きる私たち市民には、このまちの子供たちがふるさと岡崎に対して

より大きな愛情と誇りを持てるよう、立場を超えて知恵を出し合い、先人から受け継い

だ貴重な景観を守り、育み、活かしながら、夢ある新しい岡崎を創生していく責任が課

せられています。 
 
今回の岡崎市景観計画の変更は、平成 27 年に改定した「岡崎市水と緑・歴史と文化

のまちづくり条例」に基づき、岡崎市の優れた眺望景観を保全するために行ったもので

す。 
平成 28 年度には、本市の多様な歴史文化資産の整備・活用を旨とする「岡崎市歴史

的風致維持向上計画」を策定しました。今後は、まちに残された良いものを残すととも

に、既に失われたものについては可能な限りその記憶をまちに留め、また新たな魅力を

創出しながら、将来にわたって美しい景観、胸に残る風景、誇らしい風土を形成してい

くよう、景観まちづくりを推進してまいります。 
 

最後に、本計画の策定にあたってご尽力をいただいた景観審議会委員の皆様をはじめ、

貴重なご意見をお寄せいただいた多くの皆様に、心より感謝を申し上げます。 
 
 
平成 30 年３月 

岡崎市長 内田 康宏  
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